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自
然
の
産
物
で
あ
る
鉄
鉱
石
か
ら
何
万
種
類
も

の
多
彩
な
鋼
材
製
品
を
つ
く
り
分
け
る
製
鉄
プ
ロ

セ
ス
。
コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
、
お
客
様
の
注
文
に

合
わ
せ
た
生
産
量
と
納

期
の
最
適
化
を
図
る
生

産
・
物
流
計
画
は
鉄
鋼

業
の
生
命
線
だ
。

「
似
た
よ
う
な
品
種

を
一
つ
の
製
造
単
位
に

ま
と
め
る
組
み
合
わ
せ

の
数
は
膨
大
で
す
。
そ

の『
組
み
合
わ
せ
最
適

化
問
題
』
を
解
き
、
特

定
の
ラ
イ
ン
や
設
備
に

負
荷
を
集
中
さ
せ
ず

に
、
効
率
的
な
生
産
・

物
流
計
画
を
立
て
る

『
最
適
化
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

（
最
適
解
算
出
方
法
）』

の
開
発
が
私
の
使
命
で
す
」

品
種
・
量
・
納
期
な
ど
組
み
合
わ
せ
の
数
が
多

く
な
る
ほ
ど
、
そ
の
解
答
を
導
く
計
算
時
間
は
指

数
関
数
的
に
増
え
て
い
く
。
製
造
工
程
を
俯
瞰
し

て
課
題
を
抽
出
し
、
最
適
解
を
導
く
、
あ
る
い
は

近
似
値
を
導
く
な
ど
数
学
・
統
計
の
さ
ま
ざ
ま
な

解
法
を
駆
使
し
て
、
計
算
時
間
の
短
縮
を
図
り
な

が
ら
最
適
化
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
精
度
を
高
め
る
。

大
学
時
代
に
は
新
日
鉄
と
の
産
学
連
携
に
よ
る

共
同
研
究
に
参
加
し
た
。
直
接
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
高
炉
内
部
の
状
況
を
、
炉
壁
の
温
度
・
圧
力

セ
ン
サ
ー
の
情
報
な
ど
か
ら
推
定
す
る
デ
ー
タ
処

理
技
術
の
開
発
に
携
わ
り
、「
組
み
立
て
産
業
と
は

異
な
る
、
生
き
物
の
よ
う
な
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
で
生

み
出
さ
れ
る〝
も
の
の
流
れ
〞を
制
御
し
て
み
た
い
」

と
思
っ
た
。

入
社
し
て
４
年
。
自
ら
考
案
・
工
夫
し
た
最
適

化
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
開
発
に
取
り
組
め
る
研
究
環

境
と
、
原
理
検
証
だ
け
で
は
な
く
、
実
機
化
の
た

め
の
設
計
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
導
入
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ま
で
、
一
貫
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
。
現
在
は
、
君
津
製
鉄
所
の

厚
板
工
場
で
の
実
機
化
を
終
え
、
フ
ォ
ロ
ー
の
段

階
に
入
っ
た
。

「
24
時
間
動
い
て
い
る
製
鉄
所
で
は
、
理
論
を
現

場
に
適
用
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理

論
を
突
き
詰
め
る
と
同
時
に
、
う
ま
く
現
場
に
適

用
さ
せ
る
視
点
を
持
つ
一
人
前
の
応
用
研
究
者
に

な
り
た
い
で
す
ね
。
今
は
特
定
の
工
程
を
対
象
に

研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
製
鉄
所
全
体
の

最
適
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
夢
で
す
」

挑戦しています。夢のものづくり
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最適化アルゴリズムで
生産・物流計画の最適化を実現したい

S e r i e s

最適化アルゴリズムで導き出した生産・物流計画例
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